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Gartner腸 炎 ノ 臨牀竝ニ 細 菌 學 的觀 察

神戸市立東山病院(院長 間島博士)

醫學士 米 坂 彌

[昭 和13年4月27日 受 稿]

Aus dem Higashiyama Stadtischen Hospital zu Kobe.

(Direktor: H. Mashima)

Die klinischen u. bakteriologischen Beobachtungen

der Enteritis durch Gartner-bazillen.

Von

Wataru Yonesaka.

Eingegangen am 27. April 1938.

Ich habe 4 Falle von als Dysenterie diagnostizierte, durch Gartner-bazillen ver-

ursachte familiare Nahrungsmittelvergiftungen beobachtet. Dieses jedes Fall trat in

Form von acuten Enteritis auf. In einem Fall des 12 jahrigen Madchen, bei dem

Schwere "Ekiri" ahnliche Symptome bekommte, wurde der Gartner-bazillus als Er-

reger aus dem Kot u. Harn gezuchtet. Nach weiteren bakteriologischen u. serolo-

gischen Forschungen versicherte ich dass dieser Gartner-bazillus zur S. enteritidis 1

nach Kaufmann gehort. In den anderen 3 Fallen (45J. 〓, 38J. ♀, 10J. 〓) wurde die

Diagnose der Einzelerkrankungen durch Agglutinationsprobe der Krankensera gegen

Gartner-bazillus gestellt. Als Differentialmerkmal zwischen den Gartner-enteritis und

anderen ahnlichen Krankheiten konnte wahrscheinlich das Blutbild von leichter bis

massiger Leukopenie in Fieberstadium bei dieser Kranken empfohlen werden.

(Autoreferat)
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 1. 症 例

 2. 血液像及 ビ尿檢査

 3. 患者 ノ血液及ビ尿尿中 ノ菌檢素

 4. 患者血清 凝集素 ノ檢査

 5. 小括及ビ考按

第4章 檢 出菌 ノ細菌學的檢索

 1. 生物學的性状

 2. 動物試驗

 3. 血清學的性状

 4. 小括及 ビ考按

第5章 結 論

     主要文獻

      第1章 緒 言

 本邦ニ 於 ケルGartner氏 菌 ノ 人體 ヨリ ノ

分離報 告 ハ,大正15年 急性「腸カ タル症」ノ

小兒尿 中 ヨ リノ高柳5)氏 ヲ以 テ嚆矢 トス.而

モ明カニGartner氏 菌 ニ ヨル 食餌 中毒報告

例 ハ本邦ニ 於 テ ハ比較 的 最近 ノ事ニ屬 シ,昭

和6年 野村8)氏 ノ報 告ニ 次 ギテ今 日迄,江 口9),

窪 田10),清 水11),大 城 ・加藤12),石井・ 吉村13),

平 野14),小 田15),小 島16),六 反田22),村 野23)

津 田 ・倉 田17),寒川18),中 村 ・小野 ・堀19),金

野20)氏等(内 軍隊8例)ヲ 數 フル ニ至 レルモ.

昭 和11年5月 濱松市ニ 於 ケルGartner氏 菌

ニ原因 スル團體 的 食餌 中毒例發 生 ヲ轉機 トシ

テ著 シク世 人 ノ注目 スル所 トナ リ,報 告 モ漸

ク多 キヲ 加 フル ニ至 レルモ ノナ リ.蓋 シ之 ハ

其 ノ臨牀 的遭 遇例 ノ頻 度ニ 拘 ハ ラ ズ病原檢 索

ノ乏 シキニ ヨル モノナ ランカ.而 シテ其 ノ原

因食餌 ヲ通覧 スルニ,歐 米ニ 於 テハ肉類 ノ多

キニ反 シ,本 邦ニ 於 テハ植 物性 食品ニ 多 ク見

ラ レ,而 モ該 食品 ノ變質ヲ伴 フ トハ限 ラズ,

又食品 ノ汚染經 路 ハ想像 ニ止 マル ノ ミニ テ,

之ニ 就 テ小 島21)氏ガ食用 家蓄類 以外ニ 手際 ヨ

ク人 ヲ納得 セ シム ル程 度ニ 解 決 困難 ナ リ ト述

ブル事 ハ其 ノ中毒疾 患 ノ性質 ヨ リ,尚 ホ將 來

ノ研究ニ俟 ツ所 大ナ リ.次 ニGartner氏 菌 ニ

ヨル感 染 ハ其 ノ發病状 態,症状 及 ビ經過ヨ リ,

「チ フス型 」,胃 腸 炎型,「 コ レラ型」ニ細別 サ

レ,其 ノ中胃腸炎 型 最 モ多數 ナ リ トセラル.

正來 ・大里7)兩氏 ハ黄疸 ヲ主 徴 トシテ「チ フ ス

樣 」症 状 ヲ呈 ス ル重 篤例 ヲ報 告 シ,又 早 坂 ・大

里6)兩氏 ハ敗 血症竝ニ腦 膜 炎ヲ起 セ シ 症 例 ヲ

報告 シ,更ニ 小 島21),金 野20)氏等 ハ散發 例 ニ

於 テ ハ臨牀 上全 ク赤痢竝ニ 疫痢樣 疾 患 トノ鑑

別困 難 ナル場 合 多 シ ト述 ベタ リ.カ クノ如 ク

散發 例ニ 於 テハ諸 種 類似疾患 トノ鑑 別上困 難

ヲ感 ズル事 蓋 シ稀 ナ ラズ ト信ズ.

 余 ハ神 戸市立東 山病院ニ 入院 シタル急 性腸

炎症状ヲ 呈 スル1家 族4名 ノ内,1名 ハ極 メ

テ重症 ニ シテ,其 ノ屎尿 ヨ リGartner氏 菌 ヲ

分離 シ得,他 ノ3名 ヨ リハGartner氏 菌 ヲ檢

出 シ得 ザ リ シモ,血 清 學的ニ 同 菌性腸 炎 ナ ル

事 ヲ證明 シ タルヲ 以 テ,茲 ニ其 ノ臨牀竝ニ 細

菌學 的觀 察 ニ就 テ報 告 セ ン トス.

    第2章 發 病 前 ノ状況

 呉服商 ヲ營メル1家 族4名 ニ發生セルモ ノニシ

テ,發 病前 日即チ昭和11年9月29日 ハ朝,晝 食

共ニ平素 ト變リタル事ナク,夕 食 トシテ午後5時

半頃,近 所 ノ牛肉屋 ヨリ牛肉20錢 量 ヲ求 メ來 リ

之 ヲ「きやべつ」及ビ麩 ト共ニ煮テ,6時1家4人

之ヲ食セリ.其 ノ際主人ハ其 ノ肉 ノ柔カサヲ變ニ

感ジタリト云 フ.然ルニ翌朝午前2時 頃先 ヅ長 女

次 イデ妻,主 人,長 男 ノ順ニ發 病 セ リ.尚 ホ同家

ニハ家 鼠 ノ出現ニ 氣 付 カ ズ ト云 フ.
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1724 米 坂 彌

     第3章 臨牀 的觀 察

       1. 症 例

第1例 西浦 ○多 子(長 女),12歳,♀,小學 生.

 家族 歴及 ビ既往症 遺傳 的疾患 ナ ク,麻 疹 ハ幼

時經 過 シ,生 來健 康 ニ シテ 著 患 ヲ知 ラズ.本 年8

月末「赤痢 ワ クチ ン」ヲ内服 セ リ ト云 フ.

 現症ノ起 始 及 ビ經過 昭和11年9月29日 午後

6時過,家 族ト 共 ニ夕 食 ヲナ シ,常 夜 ハ 元 氣 ヨク

就眠 セ シモ,翌 朝午前2時 頃惡 寒,身體 違 和,頭

痛,腹 痛 ヲ訴 ヘ,「 きや べつ」ト「ごま樣 ノモ ノ」等

食物塊 ノ嘔 吐1囘 及 ビ便 通1囘 ア リテ再 ビ就 眠 セ

リ.午 前7時 頃體 温40.5℃,脉摶170至.午 後4時

頃浣 腸,洗 腸,下劑 ノ頓用等ニ ヨ リ,惡 臭 ア リテ

少量 ノ粘 液 ヲ混 ゼル 水樣 便 ヲ排 泄 ス.以 後 便通6

囘,膿,血 液 ヲ混ゼ ズ.食 慾 不振 ニ シテ腹 痛,嘔

吐,身體 的 不安ヲ認 メ,午 後9時 頃 ヨ リ意識溷 濁,

譫 妄状態 ヲ呈 シ,嘔 氣頻囘ニ シテ,午 後10時 頃

珈琲殘渣樣 液 ノ嘔 吐2囘,全 身〓搦 性痙攣1囘 出

現 スル ニ至 リ,屎 尿失 禁 シ,夜 間 睡眠 全 ク障碍 サ

レ,一 般状 態惡 化 シ,10月1日(第2病日)午 前8

時,疑 似赤 痢 ノ診斷 ノ下ニ 當病 院ニ送 ラ レ タ リ.

 入院 時現症 體 格中 等大.榮 養良.體温38.8℃.

呼 吸數50,呼 吸淺 表 ニシテ,時 々深 大呼 吸 ア リ.

脉摶 ハ140至 ニシテ整 調 ナ レ ドモ細 小,緊張 極 メ

テ弱 シ.意 識ハ溷 濁 シ,顔面蒼白 ニシ テ苦悶 状 ヲ

呈 ス.譫 語 多 ク,身體 的 不安,興奮 著 シ ク,口 唇

「チア ノーゼ 」ヲ認 メ,四 肢稍 々厥 冷 ス.嘔 氣 頻囘

ニテ珈琲樣 液 ヲ吐出 セ リ.皮膚 ハ稍 々濕潤 シ,發

疹,出 血,黄疸,「 ヘル ベ ス」等 ナ ク,淋巴 腺腫 脹

モ認 メラ レズ.瞳 孔 ハ散大 シ,左 右 同大,正 圓 ニ

 シテ對 光反應 微弱 ナ リ,眼 球 及 ビ眼結 膜稍 々充 血

 ン,眼 球運 動 ニハ異 常 ヲ認 メズ.舌 ハ稍 々乾燥 シ,

厚 キ灰 白 苔 ヲ被リ,咽 頭 粘膜 ハ稍 々充 血 セ リ.肺

 部 異状 ナ ク,肺 肝 境界 ハ第6肋 骨ニ 相 當 ス.心 尖

ハ第5肋 間 腔及 ビ左側 乳 腺 外1横 指徑ニ 位 シ,右

側 及 ビ上部 心臟 濁音 界 ハ正 常.心 悸亢進 シ,心 音

純 ナレ ドモ心摶 動弱 シ.腹部 ハ稍 々膨滿,緊 張 シ,

輕度 ノ鼓 腸 ヲ示 シ,肝臟 ハ1横 指徑 硬 ク觸 レ,脾

縁 ヲ觸 ルル モ共ニ壓 痛 ナ シ.S字 状結 腸部 ヲ輕 度

觸 知サ レ,壓 痛 ア リ.輕 ク裹 急後重 ヲ伴 フ.腹 壁

反 射 ハ消失 シ,膝 蓋 及 ビ「ア ヒ レス」腱反射亢進 ス.

輕 度 ノ四 肢強 直 ア リテ腓 腸 筋壓 痛 ナ シ.Babinski

氏現 象陽 性,項 部強直 及 ビKernig氏 徴候 ヲ見 ズ.

 入院後ノ經過(第1表參照)入 院後 ノ病状重

篤 ニシテ一 時 豫 後 ノ暗黒 ナル ヲ思 ハ シ メ タ リ.今

其 ノ經過 ヲ主 要症状ニ 就 キ,稍 々詳 細ニ 述ブ レバ,

 a) 體 温 ハ 入 院當 日(第2病 日)最 高40.0℃ ニ

達 シ,第3病日 ヨ リ稍 々急速ニ渙 散 状 ニ下 降ニ 傾

キ タル モ,一 般 症 状 不變 ニシテ,第3病日 ヨ リ第

7病 日迄再ビ38℃臺ニ ア リ,第19病 日 ニ至 リテ

漸 ク解 熱 セ リ.

 b) 脉摶 及 ビ呼 吸數,脉摶 ハ最 初體温 ト同 高 ニ

ア リテ頻數 ナ リシモ,其 ノ後體 温 ノ下 降ニ 伴 ハズ,

130-150至 ヲ動搖 シ,概 シテ140前 後 ニア リ.入

院 當 日(第2病 日)ハ 整 ナ レ ドモ細 小,緊 張 極 メテ

弱 ク,第3病 日朝 ヨ リ口唇,爪 床 ニ「チア ノーゼ」

増加シ,冷 汗,四 肢厥 冷著 シ ク,橈 骨動脉ニ 於 テ

脉摶 ヲ全 ク觸 レザ ル ニ至 リ シ モ,強 心劑 及 ビ

Ringer氏 液,葡 萄糖 液 ノ靜脉 内持續 注 入等 ノ精力

的處置 ニ ヨ リテ,第6病 日 ヨ リ循環障碍 漸次恢 復

 スル ト共ニ脉摶 數 モ減 少 シ,解 熱 ニ ヨ リテ全 ク正

常ニ 復 セ リ,呼 吸 數 ハ第2病 日50,其ノ 後次 第 ニ

減 少 セシモ,第6病日 深大 呼 吸尚 ホ存 セ リ.

 c) 神經 系,神經症 状甚 ダ強 ク,特ニ 第2, 3病

 日ハ著 明 ニテ,身體 的不 安,興 奮著 シ ク,床 中 ヲ

輾轉 ス.第2病 日全 身〓 搦 性痙攣1囘 ア リ.譫 語

 頻 リニテ意識溷 濁 シ,顔 面苦 悶 状 ヲ呈 シ,夜 間 睡

 眠 全 ク障碍 サル.第4病日 ヨ リ稍 々鎭靜ニ 傾 キタ

ルモ,第6病日譫 語尚 ホ存 シ,第8病 日神經症 状

                    118
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1726 米 坂 彌

恢復 後第13病 日迄 顔 貌尚 ホ疲勞樣 ヲ呈 セ リ.

d) 消 化 器 入院 以來輕 度 ノ腹痛 時 々ア リ,嘔

氣頻囘ニ 繰 返 サ レ,第2病 日珈琲殘 渣樣 液 ノ嘔吐

6囘ニ及ビ,第3病日 ヨ リ嘔 吐物 ハ 黒緑 色水樣 ヲ

示 スニ至 レ リ.第4病 日ヨ リ嘔 氣,嘔 吐囘數 ハ減

少 シ,第7病 日全 ク消 失 スル ト共ニ 食慾 ハ漸次 恢

復 シ,舌 ハ經 過 ノ進 ム ニ從 ヒ濕 潤 シ,第9病 日 ヨ

リハ灰 白色 ノ舌 苔 ヲ認 メズ.屎 ハ囘數 比 較的 少 ナ

ク,第3病 日迄4-5囘 ニテ惡臭 ア ル 黒 色粘 液 便

ヲ排 泄 シ,第6病 日粘液 ヲ混 ゼ ズ,第15病 日有形

便 トナル.S字 状結 腸部 ハ 永 ク觸 知 シ得 タル モ,

壓痛 ハ第3病 日以後證 明 セ ズ.輕 度 ノ裹急後 重 ハ

入院 當 日 ノ ミ認 メタ リ.

e) 肝 脾 肝臟 ハ入院 中常ニ觸 レ,脾 縁 ハ解熱

後觸 レザルニ 至 レ リ.

f) 其 ノ他 全經 過 ヲ通 ジテ黄疸 ヲ證 明 セズ.第

16病 日 ヨ リ右附關節靜脉 露出 部ニ 膿 瘍 ヲ作 リ,發

赤,腫 脹 上摶 部ニ 及 ビ シモ,第23病 日治癒ニ 赴ケリ.

第2例 西浦 ○ ネ(母),38歳,♀.

家族歴及ビ 既往 症 麻 疹 ハ幼 時經 過 セル 外,特記

スベキ 事 ナ シ.

現症 ノ起始 及ビ經 過 9月29日 夜ハ何 等 ノ異状

ヲ認 メザ リシ ガ,30日 朝起 床 時,全 身 倦 怠,時 々

ノ惡感,頭 痛 ヲ訴ヘ,熱 感 ア リ.其 ノ後 時 膓々 痛

モ加ハリ,下 痢1囘 ア リ.午 後4時 頃 下劑ニ テ翌

朝 マデニ 水樣 粘液 便5囘,輕 度裹 急後 重 ヲ訴 フ.

不眠 ニ シテ食 慾振 ハ ズ,時 々嘔氣 ア リテ嘔 吐 ナ シ.

第2病 日午前8時 疑似 赤痢 ノ下ニ 當病 院ニ 入院 セ

リ.

入院 時現症 體 格,榮 養共ニ 中等,體 温40.5℃

脉摶120至,呼 吸數30.意 識明,顔 貌憔悴 シ,輕

度 頭痛 ヲ訴 フ.脉摶ハ 緊張 適度.舌 ハ稍 々乾 燥 シ,

(第2表) 第II例 西 浦 ○ ネ
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舌 苔 ヲ被ヲズ.口渇 ア リ.「 ヘルベ ス」ナ シ.胸 部

ニ於 テハ心臟 濁音 界正 常ニ シテ,心 悸亢 進 シ,心

尖ニ 於 デ第1音 不純 ナ リ.聽 打 診 上,肺 部ニ 著變

ナ シ.腹 部 ハ稍 々膨滿 シ,稍 々軟,廻 盲部ニ鳩 鳴

音ヲ觸 レ,下 行 結腸 及 ビS字 状部 ハ稍 々腫脹 シ,

壓痛 ナシ.肝臟 ハ2横 指徑 硬 ク觸 レ壓 痛 ナ ク,脾

臟ハ觸 レズ.膝 蓋及 ビ「 ア ヒレ ス腱」 反射 尋 常 ナ

リ.

入 院 後ル經 過 (第2表參 照)第2病 日體 温 最

高40.5℃.食 慾 不 振 ニシ テ,尿 ハ黄 色水樣 下痢 便

11囘,粘 液,血 液 ヲ混 ゼズ.寄 生蟲 卵 ナ シ.裹 急

後 重,嘔 氣,嘔 吐 ナ シ.發 熱 ハ第3病 日 ヨ リ渙散

状ニ 下 降ニ 傾 キ,第6病日 一時 解熱 セル モ,顔 貌

疲勞樣 ニシテ,舌 ハ 乾燥 シ,食 慾不振,輕 度 ノ頭

痛尚 ホ存 シ,尿 閉止 ノタメ 導 尿 ヲナ ス.便囘數3

囘トナ レ リ.第8病 日 ヨ リ有形 便 トナ リシモ,排

尿時疼 痛 ヲ訴ヘ,第32病 日膀 胱 炎症状 消失ト 共

ニ漸 ク完全ニ 解 熱 セ リ.尚 ホ 第13病 日頃 ヨ リ輕

度 ノ遲脉(46)ヲ 示 セ リ.

第3例 西浦 ○吉(父), 45歳, 〓.

家 族歴 及ビ 既 往症 共ニ 特記 スベ キ事 ナシ.

現 症ノ 起 始及ビ經過 9月30日 朝,外 出 後午 前

11時 頃 全身 倦怠,惡 塞,輕 度 ノ 腹痛 ヲ覺 エ タ ル

モ,頭 痛,惡 心,嘔 吐 ヲ見ズ.午 後4時 頃 下劑ニ

テ惡 臭 少 ナク,血 液 ヲ混 ゼザル 粘液 便 ヲ翌朝 迄6,

7囘 排 泄 シ,裹 急後 重 ナシ.睡 眠 可良,食 慾良.

午 前8時 疑 似赤痢ノトニ 當病院ニ 入院 セ リ.

入 院 時現 症 體 格,榮 養共ニ 中 等.體 温38.8℃

脉摶90至,呼 吸數19.顔 貌憔悴 シ,脉摶 ハ 整 ニ

シテ緊張 良.舌 ハ乾燥 シ,口 蓋 弓輕 度發 赤 セ リ.

(第3表) 第III例 西 浦 ○ 吉 〓
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胸 部著變 ナシ.腹 部 ハ陷没 シ,緊張 適 度.S字 状

結 腸部 ハ輕 ク觸 知 サ レ,鳩 鳴 音 ヲ觸 ルル モ壓痛 ナ

シ.肝,脾 ヲ觸 レズ.膝 蓋腱反射消 失 セ リ.腓 腸

筋壓 痛 ヲ訴 ヘ ズ.

入院後 ノ經過(第3表參 照)入 院 當 日(第2病

日)ハ體 温 最高39.9℃ニ達 シ,黄 褐 色 水樣 粘液 便

5囘,第3病 日17囘 ア リテ,體 温 ハ渙 散状ニ 下 降

シ,第4病 日全 ク解熱 セ リ.便囘數 モ從 ヒテ減 少

シ,第7病 日ヨ リ便 性 有形 トナ リ,甚 シ キ恢 復 期

遲脉(40至 以 下)ヲ 呈 スルニ 至 レ リ.

第4例 西浦 宏(長 男)10歳,〓,小 學 生.

家 族歴及ビ 既往症 麻疹 ハ幼 時經 過 セシ外 著患

ヲ知 ラズ.本 年8月 末「赤痢 ワ クチ ン」ヲ内服 セ リ

ト云 フ.

現症ノ 起始 及ビ經 過 9月30日 午後4時 頃,學

校 ヨ リ歸宅 シテ,全 身 倦怠,惡 感 及 ビ熱感 ヲ訴ヘ,

直 チ ニ浣 腸,下劑 ノ頓 用 ニ ヨ リテ惡 臭 アル粘 液 ヲ

混 ゼ ル 泥 状便ニ 引續 キ,水樣 粘 液便6囘 ア リ.

時 々深大呼 吸 ヲナシ,嗜 眠状 ナ レ ドモ嘔 氣,嘔 吐

痙攣 ヲ見 ズ.腹 痛時 々,裹 急 後重 ハ輕 度存 セ リ.第

2病 日午 前8時 疑似 赤痢 ノ下ニ 當 院ニ 入院 セ リ.

入院 時 現症 體 格,榮 養共ニ 中 等.體 温38.5℃,

脉摶100至,呼 吸數29.顔 面紅 潮,嗜眠 状 ヲ呈 シ,

脉摶ハ整,緊張 良.舌 ハ乾 燥 シ,灰 白色 ノ舌 苔 ヲ

厚 ク被 ムル.口 渇 ヲ訴 フ.肺 部著變 ナ ク,心臟 濁

音界 ハ正 常.心 悸亢 進 シ,心 尖ニ 於テ第1音 不純

ナ リ.腹 部 ハ稍々 膨滿 シ,緊 張 適 度.S字 状 結腸

部 ヲ觸 レズ,壓 痛 ナシ.肝,脾 ヲ觸 レズ.膝 蓋腱

反射 正常.腓 腸 筋壓 痛 ナ シ.

入院 後 ノ經過 (第4表參 照)入 院 當 日(第2

病 日)體 温最 高40.0℃,脉摶125至.腹 痛,嘔 氣,

嘔吐 ナ ク,食 慾良.便 通2囘,黄 褐 色水樣ニ シテ

粘液 ヲ混 ズ.第4病 日全 ク解 熱 ス.便 ハ第4病日

ヨ リ便秘ニ 傾 キ,第9病 日 ヨ リ舌 ハ濕 潤 シ,舌 苔

消失 シ,有 形 普通 便 トナ リ,S字 状結 腸部 ヲ觸 知

(第4表)第IV例 西浦 弘 〓

サルルニ至レ リ.

2). 血 液像 及ビ 尿檢 査(第5
, 6表參 照)

赤血 球數 及ビ 血 色素量 ハ初期ニ 於 テハ輕 度

ノ増加ヲ 認 ム.白 血球數 ハ初期 有熱 時,正 常

範圍ニ 止マ リタル1例ヲ 除 ク 他 ノ3例ニ テ

ハ,何 レモ中等度 乃至輕 度 ノ減 少ヲ 來 シ(33

00-5100),解 熱後稍 々増 加 シ來 レル モ,何レ

モ正 常 ノ低位ニ 達 スル程 度ニ 過 ギズ,増 多症

ヲ認 メタル モ ノナ シ.白 血球 種類ニ 於 テ,中

性嗜 好細胞 ノ減 少最 モ著 シク,核 ノ左 方移動

甚 ダ著明 ニシ テ,何 レモ骨髓 細胞 ノ 出現 ア

リ.其 ノ強 度 ナル ハ9%ニ 及ブ モノ ア リ(第I

例).之ニ 反 シテ分葉核 細胞 激減 ス(2-6.5%).
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(第5表) 血 液 像

(第6表) 尿 所 見

之等中性嗜好細胞原形質ニハ中毒性顆粒ノ著

シキモノアリ.解 熱後白血球數増加スル ト共ニ

,中 性嗜好細胞ノ核左方移動囘復 シ,分 葉

核著 シク増 加 シ來 レル モ,第10病 日尚 ホ幼若

細胞多數ニ 認 メ ラ レタ リ.淋 巴球 ハ 有熱 時

稍々減 少 スル傾 ア リ.大單 核 細胞 ハ何 レモ初
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期 ヨ リ稍 々増 加 ノ傾 向 ア リ.「エ オ ジ ン」嗜 好

細 胞 ハ消 失 スル モ ノ多ク(3例),解 熱ト 共ニ

出現シ來ル.

尿 所 見

有熱 時 及ビ 解 熱 直後尿 量減 少著シ ク,比 重

ハ1015-1025ニア リ.蛋 白 ハ3例 陽性 ニ テ,

2例(第I, II例)ニ ハ顆 粒状圓〓,赤 血球,白

血球 及 ビ上皮細 胞ヲ 認 メ,一 時 性腎 炎ヲ 來 セ

リ.何 レモ「ヂ ア ツオ」反應,「 イン ヂ カ ン」及

ビ,3例ニ「 ウロビ リン」,時ニ 「ウ ロビ リノー

ゲ ン」,「アセ トン」陽 性ナ リ.殊ニ 「ヂアツオ

反應 」ハ著 明陽 性 ニ テ,第I例 ノ如 キハ 第11

病 日迄 陽性 ナ リキ.尚 ホ1例(第II例)ニ 第8

病 日 ヨ リ膀胱 炎所 見ヲ 認 メタ リ.

3. 患 者 ノ血 液及ビ屎 尿 中 ノ菌檢 索

血 液.各 患者ニ 就 キ,第3病 日採 血.菌檢

索ヲ 試ミ タ ルニ,何 レモ血液 寒天平 板(患 者

血液2cc),「 ブイヨ ン」培養 及 ビ膽 汁培 養共

ニ陰性ナリ.

屎尿.各 患 者ニ 於 テ,第3病 日 ヨ リ隔 日ニ

6囘,菌檢 索ヲ 施行 セル ニ,第I例ニ 於 テ ノ

ミ糞便 ヨ リハ第3, 5, 7, 10各 病 日 ノ4囘,尿

ヨリハ第3, 5各 病 日ノ2囘ニ 亙 リテ 何 レモ

Drigalski氏平 板培 地ニ 多數 ノ 病原 菌ヲ檢 出

シ,他 ノ3例 ハ何 レモ菌 陰性ニ終 レ リ.而 シ

テ上 記檢 出菌 ハ研 究 ノ結 果,Gartner氏 菌 ニ

一致 セルヲ確 メタ リ.

4. 患者 血清凝 集素 ノ檢 査(第7表參 照)

檢査ニ 使 用 セ ルGartner氏 菌 ハ 昨 年(昭 和

11年)濱 松 市ニ 於ケ ル 中毒事 件ニ 際 シ,名 古

屋醫 大ニ 於 テ剖檢 屍 ノ腸 管内容ヨ リ得 タル菌

ニ テ,當 市立 衛 生試驗 所 ガ入 手保存 中 ノモ ノ

ヲ當所 ノ好意 ニ ヨ リ分 與 サ レタル モ ノナ リ.

以 下使 用 ノGartner氏 菌 ハ コノ 濱 松株 ヲ指

スモ ノ トス.

a) 凝 集 反應 第3, 10各 病 日 ノ各 患 者血

清ニ 就 テ,凝 集反應 ヲ試ミタルー,第7表ニ

示 セル如 ク,第3病 日血清 ハ凝集度 極 メテ低

(第7表) 各 患 者 血 清 凝 集 反應
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ク,僅 カニGartner氏 菌ニ對 シ,何 レモ50

倍陽性 ヲ 示 スニ 過 ギザ レ ドモ,第10病 日 ニ

ハ第I例 患 者屎,尿 菌 及 ビGartner氏 菌(濱

松 株)ニ 各 々1萬 倍ニ 凝集 シ,「チ フ ス菌」,「バ

ラチ フス」A及 ビB菌,「 鼠 チフ ス菌 」ニテハ

遙 カニ低度ニ 凝 集 セ リ.

 b) Castellani氏 凝 集素 吸收 試驗(第8表

參照)第10病日 ノ各患者 血清 ニ就 キ,「チ フ

ス菌,「バ ラチ フスA, B菌」,「 鼠 チフ ス菌 」,

Gartner氏 菌 及 ビ第I例 患 者屎,尿 菌 ヲ以 テ

凝 集素吸收 試驗 テ行 ヘ リ.即 チ各患者 血清 ノ

50倍 稀釋 液5cc中ニ18時 間培 養 ノ 寒天斜 面

15ノ 割合ニ 菌 量 ヲ混 ジ,37℃ 水浴 中ニ保 チ,

絶 ヘ ズ振盪 混和 シ,4時 間 後之ヲ 遠 心分離 シ

タル上 清 液 ヲ用 ヒテ凝 集反應 ヲ檢 セ リ.其 ノ

結 果第8表ニ 見 ル如 ク,各 患 者血清 ハ第I例

患者屎,尿 菌 及 ビGartner氏 菌ニヨ リテ ノ ミ

完全 ニ凝 集素 ノ吸收 シ盡サ ルル ヲ見 タ リ.即

チ各 患者 ハ西 浦屎,尿 菌 ノ感 染 ニ ヨルモ ノニ

シテ且該 患者血 清ニ對 シ,(Gartner氏 菌 ハ西

浦屎 及 ビ尿菌 ト同 一關 係 ヲ示 セ リ.

     5. 小括 及 ビ考 按

 本症 例4名 ハ 短時 間 内 ニ相 踵 イ デ發 病 セ

リ.一 般症 状ハ何 レモ急 性腸 炎症 状 ヲ呈 シ,

初 メ頭痛,全 身 倦 怠,腹 痛,下 痢ト 共 ニ惡 寒

ヲ以 テ40℃ ヲ上下 スル發熱 ヲ伴 ヘ リ.嘔氣 ハ

第I, II例ニ 見 ラ レ,殊ニ 第I例 ハ 嘔吐 頻囘

ニ シテ第2病 日ニ ハ珈琲樣 液 ノ吐 出6囘ニ 及

ベ リ.體 温 ハ初期 高熱 ナル モ2例 ハ渙散 状 ニ

第4病 日全 ク解熱 シ,他 ノ2例 ハ第5病 日頃

一旦下降 セル モ
,第I例 ハ肘關節靜脉 露 出部

ノ膿瘍 ノ タメ,第II例 ハ「膀 胱 カタ ル」症状

第8表 各患者血清(第10病日)凝 集

   素吸收交錯試驗

ヲ惹 起 シ,夫 々第18病日,第31病日 迄 微 熱

持續 セ リ.脉摶 ハ體温ニ應 ジ テ頻 數 ニ シ テ,

2例(第II, III例)ハ 恢 復 期遲脉 ヲ認 メ.殊

ニ 第III例 ノ 如キ ハ40至 以 下ニ 及 ベ リ.ロ

唇 「ヘ ルベ ス」,發 疹 ヲ認 ム ル モ ノ ナ ク,舌 ハ
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乾燥 シテ灰白苔 ヲ以 テ被 ハ レ,腹 部 ハ 最初

稍 々膨滿 緊 張 シ,1例 ニ鼓腸 ヲ 示 セ リ.S字

状結 腸 部 ハ初 メ輕 ク觸 知 スル程度 ナル モ,漸

次闡 明トナ リ,壓 痛 ハ初 メ輕度存 セ リ.肝 腫

大 ハ2例ニ 見 ラ レ,第I例ニ 於 テ ハ有熱 時 脾

腫 ヲ認 メタ リ,下 痢 ハ1日2囘 ヨ リ5, 11, 17

囘ニ及 ベル モ初期輕 度 ノ裹 急後 重 ヲ見 ル ノ ミ

ニテ,便 性状 ハ3例ニ 於 テ,緑 色,黒緑 色又

ハ褐 色 ノ 粘液 下痢 便ニ テ,1例 ハ僅 カニ粘 液

ヲ混 スル ノ ミニ テ,血 液,膿 ナ シ.何 レモ初

メ惡 臭 ア リ,多 クハ第7-9病 日ニ テ 有 形便

トナ ル.

 第I例ニ 於 テハ神經症状,循 環障碍 著 シク,

全身〓 搦性 痙攣 ヲ認 メ,頻 囘 ノ珈琲樣 液嘔 吐

等 恰 モ疫 痢樣 症 状 ヲ呈 セ リ.

 尿 所見 ハ 蛋 白ハ3例 陽 性 ニ テ,2例ハ 一時

性腎炎ヲ 呈 セ リ.何 レモ「ヂア ツオ反應 」ハ著

明陽 性 ニ テ,第I例 ノ如 キハ 第11病日 迄陽

性 ナ リキ.

 血 液所 見ニ 於 テ,中性 嗜 好細胞 ノ輕度 乃至

中等 度 ノ減 少及 ビ淋 巴細胞 ノ輕度 ノ減 少ヲ 伴

フ輕 度 ノ白血球減 少症 ヲ呈 シ,中 性嗜 好細胞

ハ核 ノ左 方移動 著 シク,骨 髓 細胞 ノ出現 ヲ認

メ,「 エ オ ジン嗜 好」細 胞 ハ3例ニ 消失 セ リ.

 病原 菌 ノ檢索 ハ血液 ヨ リハ何 レモ菌陰性,

屎尿 ヨリハ第I例 ノ ミ夫 々第10病 日,第5病

日迄病 原菌ヲ檢出 シ,他 ノ3例 ヨ リハ病原菌

ヲ證 明 セザル モ,各 患 者血 清檢 査 ノ結 果,何

レモ西 浦屎 尿菌 ニ ヨル單獨 感染 ニ シテ.各 患

者 血清ニ對 シ,Gartner氏 菌 ハ西 浦菌ト 全 ク

同一關 係 ニアル事 ヲ確 認 セ リ.

 原因食ト シテハ,發 病前日 夕 食時 ノ牛肉 ニ

アル モ ノ トス レバ,發 病迄 ノ 潜伏 期 ハ8-22

時間 ニ シテ從 來 ノ報 告ト 一致 ス.

 即 チ本症例 ハ何 レモ脉摶 ハ體 温 ト並 行 シテ

増 加 シ,「 チ フス型」ニ アラズ,元 ヨリ「コ レ

ラ型」ニモ ア ラズ,定型 的 ナ ル急性腸 炎 型 ト認

ムベ キモノ ニテ,内 第IV例ハ一 見嗜 眠状 ヲ

呈 セル疫痢 ト何 等 ノ差違 ヲ認 ムルヲ 得 ズ.更

ニ第I例ニ 於 ケル,頻 囘 ナル珈琲樣 液 ノ嘔吐,

痙 攣,重 篤 ナル神經 症状 及 ビ循 環 障碍 ノ存在

ハ小島氏 ノ述ブ ル ガ如 ク,確 カニ疫 痢 ト診斷

シ,處 置 スルニ違 ヒナ シ ト考 ヘ シ程ニ 相 互ニ

相 似 タル症候ヲ 呈 スルモ ノ ト云 フベ シ.

 次ニ 本症 例 ノ血 液所 見 ハ濱松事 件ニ 際 シ岡

野24)氏等 及ビ 金野20)氏 ノ報告 ト一致 シ,コ レ

ヲ他 ノ中毒症 状 ヲ呈 スル疑似 疾患 ト比 較 セ ン

ー,疫 痢 ニ於 テ ハ,林25)氏 ニ ヨ レバ,白 血球

減 少症ヲ 示 スモノ アル モ大多數ニ 於 テ白血 球

増 多症 ヲ認 メタ リ ト云 フニ ヨリ,余 ノ症 例 ト

趣ヲ 異 ニス.寧 ロ本症 ノ減 少症 ハ,脾 腫,「 ヂ

ア ツオ 反應 」ニ ヨル モ,同樣 菌血 症ヲ 呈 スル

「チ フス樣 」疾患ニ 類 似 スル ヲ思 ハ シム.即 チ

疫 痢樣 疾 患 ニ於 テ ハ大 多數 ニ於 テ菌血 症 ハ認

メ ラ レズ.是 レ本 症 ト異 ナル點 ニ シテ,前 者

ニハ白血 球 増多症 ア リ,後 者 ニハ 白血球 減少

症 ノ アル事 ハ菌血 症ヲ 來 ス「チ フス」樣疾 患 ノ

白血 球 減 少症ト對 比 シ テ 興味 アル點 ナ リ.

Gartner氏 菌 ニ ヨル中毒疾 患時ニ 今後多 數 ノ

白血球檢 査 行 ハ レ,何 レモ白血球減 少症 ヲ認

メ ラル ルニ至 レバ,鑑 別診 斷 上ニ應 用 サル ル

ニ至 ル ト豫 想 スル モ ノナ リ.

   第4章 檢出 菌 ノ細 菌 學的檢 索

 前 述 ノ如 ク,第I例 患者屎,尿 ヨ リDri-

galski氏 培地上ニ 得 タル檢 出菌 ハ「バ ラチ フ

                  126



Gartner腸 炎 ノ臨牀竝ニ 細 菌學 的觀 察 1733

スB菌様 」集 落 多數 ニ シ テ,之 等 ノ集 落ヨ リ

釣 菌 シテ 載 物 硝 子 上 ニ テ 豫 備 凝 集 反應ヲ 試 ミ

タ ル ニ,何 レモ「チ フ ス菌 」免疫 血 清(50×)ニ

輕 度 及 ビGartner氏 菌免 疫 血清(200×)ニ 強

ク凝 集 スル 集 落 菌 ナ ル 事ヲ 確 カ メ得 タ リ.患

者屎,尿 菌 ハ全 ク 同 一 ノ性状ヲ 具 備 ス ル ヲ以

テ,第3病 日屎 菌 ニ 就 テ記 載 シ,西 浦 菌 ト略

稱 ス.以 下 西 浦 菌 株 ノ諸 性 状檢 査成 績 ニ就 テ

述 ベ ン トス.

   1. 生 物 學 的 性状(第9表參 照)

 a) 一 般性 状

 形態學 的ニ ハ「腸 チ フス菌 」,「バ ラチ フ スB菌 」

ト同樣,中 等 大 ノ短稈 菌ニ シテ,極 メテ活〓 ナル

運 動 性 ヲ有 ス.「 ア ニ リン色素」ニ ヨ リテ ヨク染 色

シ,Gram氏 法陰 性 ナ リ.

 培 養所見 トシテ ハ,普 通寒 天斜 面上 ノ灰白 色濕

潤 セル 菌苔,Drigalski氏 平板 上 ノ 中等 大,薄 青

色,半透 明 ナル集落 所 見ハ「バラチ フスB菌 」ニ類

似 シ,何 レニ モ ヨク發 育 ス.「 ブ イヨ ン」中 ニテハ

一樣ニ中 等度ニ溷 濁 シ,菌 膜 ヲ形成 セ ズ.「イ ン ド

ール反應 」ハEhrlich氏 法 ニテ 陰性 ナ リ.「 ゲラ チ

ン」ヲ液 化セ ズ.中 性紅加 寒 天 及 ビ 葡 萄糖加 寒 天

高 層ニ 穿刺 培養 スル ニ瓦 斯 ヲ産生 シ,中 性 紅 色素

ノ脱 色還 元,螢 光著 明 ナ ラズ.「 ラ クム ス・モル ケ」

ヲ培養1日 ニシテ赤變 セ ルモ,5日 後 之 ヲ 青變 セ

シ メタ リ.牛 乳培 地 ヲ凝固 セ ズ,數日 後 之 ヲ半 透

明 化 セ リ.

 b) 鑑 別培地 上 ノ所見

 イ) 含 水炭素 分解 試驗

 1%Witte「ペプ トン」水ニ1%ノ 割ニMerck製

含 水炭素 ヲ加 ヘ タル モ ノヲ用 ヒ,3週 日觀 察 セル

結 果ハ第9表 ニ示 ス ガ如 シ.即 チ西浦 菌ハ 「デキ

ス トリン」,「 ラク トーゼ」,「サ ツカローゼ」,「イ

ノシ ツ ト」ヲ分解 セズ.又 「グル コーゼ」,「マ ン ニ

ツ ト」,「マ ル トーゼ」,「ア ラ ビ ノーゼ」,「 ガ ラ ク

トーゼ」,「 ラム ノーゼ」,「 ヅルチ ツ ト」,「キ シロ

ーゼ」ヲ分解 セ リ.又 特 殊培 地 トシ テ肉 「エキ ス」

(Liebig),「 ペ プト ン」(Witte)ヲ 各 々1%ト シ,

之ニ 「ア ラビ ノーゼ」,「 ヅル チ ツ ト」,「 ラム ノー

ゼ」ヲ夫 々1%ノ 割ニ加 ヘ タルモ ノニテハ,其 ノ何

レ ヲモ分 解 セ リ.

第9表 西浦菌ト對照菌 トノ生物學的性状ノ比較
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ロ) Stern氏「 グ リセ リン・フ クシ ン・ブ イ ヨン」

培地(培 地製 法ハ原 法ニ 從 ヘ リ)ニ 西 浦 菌 ノ20時

間「ブ イ ヨン」培 養 ノ1白 金耳量 ヲ移 植 セ ル ニ,

37℃24時 間 ニ テ 培地 ヲ深 紅紫 色 トナシ,陽 性 ナ

リ.

ハ) Bitter, Weigmann u. Habs氏 培地

培地 製法 ハ 原法ニ 從 ヘ リ.西 浦 菌 ノ24時 間寒

天 斜面培 養 ヨ リ1ccニ1白 金耳 ノ割 ノ生理 的 食鹽

水 菌浮游 液 ヲ作 リ,コ ノ2白 金耳量 ヲ培地ニ 移 植

セ リ.判 定 ニハ20時 間,37℃ニ 培 養後,0.5%「 メ

チー ル・ロー ト」酒精 溶液 ヲ滴 下 シ,赤 色 ヲ陽 性,

黄 色 ヲ陰 性 トセル ニ,「 グル コー ゼ」,「ア ラビノー

ゼ」,「ヅルチ ツ ト」及 ビ「ラム ノー ゼ」加培地ニ 於

テ何 レ モ陽性 ナ リ.ニ

) Lutje氏「 ラム ノー ゼ」加培 地ニ 培養 セル

ー24時 間 後 之 ヲ分 解 シテ黄 色 ヲ呈 セ リ.培地 製法

ハ原法ニ 從 ヘ リ.

ホ) 硫化 水素發 生試驗

「ブ イ ヨン」培 養 ヲナ シ タル試驗 管内ニ,鉛糖 水

ヲ以 テ濕 シタル吸取 紙 ヲ懸 垂 シオ クニ,37℃24時

間 ニシテ吸取 紙 ヲ黒褐 色ニ變 ゼ リ.

ヘ) 粘液 堤 形成

中黒・淺見 氏 法ニ 從 ヒ,37℃, 24時 間 培養 後室

温ニ 放置 セルニ,2週間 後 モ著明 ナル 粘 液堤 ノ形

成 ヲ認 メザ リキ.

2. 動 物 試驗(第10表參 照)

イ) 「マウス」飼養試驗(第10表參 照)西 浦 菌

ノ37℃, 24時 間「ブイ ヨン」培 養 ヲ「食バ ン」ノ小

片ニ 浸 シ,體 重約15gノ 豫 メ饑餓 ノ状態ニ 於 ケル

「マ ウ ス」ニ與ヘ,對 照 トシテ「バラチ フスB菌 」ヲ

以 テ同樣 ニシテ飼 養 シ タル ニ,西 浦 菌 ニテハ5-

18日ニ シテ 何レ モ斃 死 シ,毎囘 ノ剖檢ニ 際 シテ心

血 中 ヨ リ本菌 ヲ識 明 シ 得 タル モ,「バ ラチ フ スB

菌」ヲ以 テ飼養 セル モ ノハ 皆 生存 セ リ.

第10表 「マ ウス」飼養試驗

ロ) 毒力 試驗(第10表參 照)

斜面寒 天37℃,24時 間 培 養 ノ 西浦 菌 ヲ 生理的

食鹽水ニ 浮游 セシ メテ,之 ヲ約15gノ 「マ ウス」ノ

腹腔内ニ 菌量1.0-1/107mgノ 種 々 ノ割合 ヲ以 テ

注射 シタルニ,8時 間乃 至11日 目ニ 其 ノ總テ ヲ斃

死 セ シ メタ リ.而 シ テ斃 死セ ル「マ ウ ス」ノ諸臟 器

中 ヨ リ,總 テ本菌 ヲ培養 シ得 タ リ.但 シ本實驗 ハ

菌分離1箇 月後ニ 行 ヒ タル モ ノナ リ.

之 ヲ要 スル ニ西浦 菌 ノ「マウ ス」ニ對 シテ病 原性

ヲ有 スル事 ヲ認 メタ リ.

3. 血 清 學 的 性 状

Gartner氏 菌 ハ濱 松株S. enteritidis 1ヲ 指 ス.

a. 免疫 家 兎 血清 ニ ヨル凝集 反應 交錯 試驗(第

11表參 照)
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(第11表) 免疫家兎血清ニヨル交錯的凝集反應

本 試驗 ノ結 果,西 浦 菌 ハGartner氏 菌免 疫 血

清ニ對 シテGartner氏 菌 ト同樣ニ 最 高度(1萬 倍)

ニ凝集 シ,他 ノ免 疫 血清ニ對 シ一 般ニ 低 ク凝 集セ

リ,又 西浦 菌免 疫 血清ニ對 シ,西 浦 菌及 ビGartner

氏 菌ハ同程 度 ノ最 高凝 集價(2萬 倍)ヲ 示 シ,他 ノ

諸 菌株 ハ低 ク凝 集セ リ.

b. 免 疫家 兎 血清 ノ凝 集素吸收 交錯 試驗(第12

表參 照)

西浦 菌 ハGartner氏 菌 ト同樣ニGartner氏 菌

凝 集素 ノ ミヲ完 全ニ 吸收 シ盡 スモ,「 チ フス菌」,

「バラチ フスA, B菌 」,「鼠 チフ ス菌」等 ノ 各菌 株

ノ凝 集素 ヲ吸收 セ ズ.

c. 西浦 菌免 疫家 兎 血清 ノ凝 集 素吸收 試驗(第

12表參 照)

Gartner氏 菌 ハ西浦 菌 ト同樣ニ,西 浦 菌免疫 血

清 ヨ リ其 ノ凝集 素 ヲ完 全ニ 吸收 シ盡 スモ,他 ノ諸

菌株 ヲ以テ ハ其 ノ凝 集素 ヲ殆 ド吸收 セズ.即 チ西

浦 菌 ハGartner氏 菌(濱 松株S enteritidis 1)ト 同

一 關係 ヲ示 セ リ.

d. 抗元 分析 (第13表參 照)

加熱 西浦 菌ニ對 スル非加 熱西 浦 菌免疫 血清 凝集

反應 ハ非加 熱菌ニ對 スル 夫 ト同 程度 ニシテ,何 レ

モ2萬 倍 ナルニ,非 加熱 西浦菌 ノ加 熱西浦 菌 免疫

血 清ニ對 シテ,非 加 熱西 浦菌免 疫 血清ニ對 スル ヨ

リ凝集 度遙カニ 低 ク,僅カニ250倍ニ 過 ギ ズ.即

(第12表) 各免疫家兎血清ノ凝集素

吸收試驗

西浦菌免疫家兎血清 ノ凝集素吸收試驗
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チ西浦 菌 ハ其 ノ抗 元耐熱 性 ナル ニ,其 ノ免 疫 血清

ハ加 熱ニ對 シテ著 シ ク不安 定 ナ リ.コ レニ ヨ リテ

西 浦菌 ハ主 トシテO型 抗 元 ヲ有 スル事 ヲ知 レ リ.

對照 トシテ用 ヒ タル濱 松株ニ 於 テモ之ト略ボ同 樣

ノ状ニ シテ,其 ノ抗元 ハ主 トシテO型ニ屬 スル ヲ

見 タ リ.

(第13表) 「レツエブ トー ル」分析 試驗

      4. 小括 及 ビ考 按

 西 浦菌 ハ豫備凝 集 反應ニ 於 テ「チ フス菌 」免

疫 血清(50×)ニ 輕 度,Gartner氏 菌(濱 松株)

免疫 血 清(200×)ニ 強 ク凝集 セ リ.西 浦菌 ハ

中等 大 ノ短 桿菌 ニ シテ,「 アニ リン色素 」ニ好

染 シ,Gram氏 法陰性,固 有運 動 著明 ナ リ.

普通 寒天培 地 ニ ヨク發 育シ,灰 白色濕 潤 セル

集落 ヲ形成 ス.「 ブイ ヨ ン」中ニテ ハ一樣ニ 溷

濁 シ,「イ ン ドール 」反應 陰性 ナリ.「ゲ ラチ

ン」ヲ液化 セズ.中 性紅 加寒 天 ニ ハ 瓦斯 産生

著 シキ モ,色 素 ノ脱色還 元,螢 光著 明 ナ ラズ.

「ラクム ス・モル ケ」ヲ1日 ニ シテ 赤變 シ,5日

後 青變 ス.牛 乳培 地 ヲ凝 固 セズ.葡 萄糖 ヲ分

解 シテ酸 及 ビ 瓦斯 ヲ形成 スル モ,「 ラク トー

ゼ」,「サ ツカ ローゼ」,「イ ノシツ ト」ヲ 分解

セズ.特 殊 鑑 別培 地ト シテ「ア ラ ビノー ゼ」,

「ヅルチ ツ ト」,「ラム ノーゼ」加「ペプ トン・ブ

イ ヨン」培 地.Stern氏培 地,Bitter, Weig-

mann u. Habs氏培 地,Lutje氏 培地 等何 レ

モ陽性ヲ示 セ リ.硫 化 水 素 ヲ産生 シ,粘 液堤

ヲ形 成 セ ズ.餌 食試驗竝ニ 毒 力試驗ニ 於 テ

「マウス」ニ對 スル 毒性 ヲ認 ム.即 チ以上 ノ性

状 中,中 性 紅 加寒 天培 養ニ 於 テ,色 素 ノ脱色,

螢光,著 明 ナ ラザル點 ハ,一 般Gartner氏 菌

ノ性状ト一 致 セザル モ,對 照ト セルGartner

氏菌(濱 松株S. enteritidis 1)ハ 西 浦菌 ト同樣

ノ性質 ヲ示 セ リ.

 カクテ西浦 菌 ハSalmonella菌 屡 ナル事 ハ

明 カニ シテ葡萄 糖 寒天ニ 於 ケ ル瓦 斯産 生能 ニ

ヨリ「チ フス菌 」 ト「ラク ムス ・モル ケ」ニ於 ケ

ル性 状 ヨ リ「チ フス」及ビ 「バラチ フスA菌 」ト

區別 セ ラ レ,「イノミ ツト 」分解 能 ニ ヨリ「バ

ラチ フスB菌 」 及 ビ 「鼠 チ フス菌 」 ト分ツ ヲ

得 ベ シ.更ニ 象 兎免 疫 血清ニ 於 ケ ル 凝 集反

應竝ニ 凝 集素吸收 試驗 ヨ リ シテ,西 浦菌 ハ

Gartner氏 菌(濱 松株S. enteritidis 1)ト 全 ク

相 一致 スル菌 株 ナ リ ト斷定 スル ヲ得 ベ シ.尚

ホ抗 元分 析 ニ ヨ リ西浦菌 ハ濱 松株 ト同樣,主

トシテO型 ニ屬 スル事 ヲ知 レリ.

 次ニ 西 浦菌 ノ菌 型ニ 就 テ.近 年 培養 上竝 ニ

血 清學 的研究 ノ進歩 ニ ヨ リ,從 來Gartner氏

菌 トシテ一 括 サ レタ ルモ ノモ,各 種菌型ニ 分
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類 サ レ,之ハ 主ニBruce White, Bahr, Pesch

u, Kramer, Kaufmann1)氏 等ニ 負 フ所 大 ニ

シテ,特ニKaufmann4)氏 ハ1935年,血 清 學

的 性 状 ヨ リEnteritidis, Dublin, Rostock, 

Moskan, Blegdamノ5型 トナシ,生 物學 的

性 状 ニ ヨリEnteritidisヲ 更 ニEnteritidis 1,

Damysz, Chaco, Essenノ4型 ヲ認 メ,計8

型 ヲ區分 シ,一 般 ニ認 メラルル ニ至 レリ.蓋

シ各 菌種 ハ動物 界ニ於 ケル侵襲ヲ 異 ニ シ,人

間 ノ食 餌中毒ニ 際 シテ,其 ノ菌 型分類ヲ ナ ス

事 ハ學問 上 ノ ミナ ラズ,防 疫 上重 大意 義 ヲ有

スル モ ノナ リ.面 シテ西 浦菌 ノ菌型ニ 就 テハ,

本研究 當時,上 記總 テ ノ標 準菌 種 ヲ入 手 シ得

ザ リシタ メ.其 ノO及 ビH抗 元 分析 ヲ 追 求

シ得 ザ リ シモ,其 ノ後斃 死海〓臟 器 中及 ビ疫

痢 患者 及 ビ健 康者 ノ屎 中 ヨリ得 タルSalmo-

nella菌屬ト 共ニ,目 下 研 究續 行 中 ニ 就 キ,

追 ツ テ 之 等 ヲ一 括 報 告 セ ン トス.サ レ ド上 記

凝 集 反應 及 ビ凝集 素 吸收 試驗ニ 於 テ,西 浦 菌

ハ既ニ 決 定 セ ラ レタ ル 濱 松 株S. enteritidis 1

ニ一 致 シ,更 ニ 「ア ラ ビ ノーゼ 」,「 ヅル チ ツ

ト」.「 ラ ム ノーゼ 」加 「ペプ トン・ブ イ ヨ ン」培

地,Stern氏「 グ リセ リ ン・フ ク シ ン・ブ イ ヨ

ン」培 地 及 ビBitter, Weigmann u. Hobs氏

「グ ル コー ゼ」,「 ア ラ ビ ノ ー ゼ」,「 ヅ ル チ ツ

ト」,「 ラ ム ノー ゼ」 「モ ル ケ」 ニ對 ス ル 培 養

成 績 ニ ヨ リ テ モ,濱 松 株ト 全 ク 相一 致 シ,

Kaufmann氏 ノS. enteritis 1 (Kaufmann氏

ガ特ニ 菌 型 分類 上 必 要 ナ リ ト説 ケ ル 各 種 培 養

基 中,Simon氏 培 地 及ビ 有 機 酸 培 地 ノ檢 索 ヲ

省 略 セ リ.)ニ屬 ス ル モ ノ ト認 ム.(第14表 參

照)

(第14表) Kaufmannニ ヨル特 殊 生物學 的型 別

(Simon氏 培地,有 機酸培地省略)
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 第5章 結 論

1) 余 ハ疑 似 赤 痢 ト診斷 サ レタ ルGartner

氏 菌 ニ ヨル 食 餌 中 毒 一 家 族4例 ヲ經驗 セ リ.

2) 4例 ハ何 レモ急 性 腸 炎 型 ニ シ テ,内1

例ハ 重 篤 ナ ル 疫 痢 様 症状ヲ 呈 シ,其 ノ屎 尿 ヨ

リGartner氏 菌 ヲ分 離 シ,他 ノ3例ヨ リハ

Gartner氏 菌 ヲ檢 出シ 得 ザ リ シ モ,何 レ モ血

清 學 的 ニGartner氏 菌 ノ單 一 感 染 ナ ル 事 ヲ

證 明 セ リ.

3) 檢 出 菌 ハGartner氏 菌 中Kaufmann

氏 ノS. enteritidis 1ニ屬ス ル モ ノナ リ.

4) 本症 例 ノ血液像 ニ於 テ,初 期 有熱 時,

輕 度乃至 中等度 ノ白血球減 少 症ヲ 來 ス事 ハ,

疑 似疾患 トノ鑑別ニ應 用 サ ルルナ ラン ト豫想

ス.

(本論文 ノ大要 ヲ昭和12年2月 岡山醫 學會總

會ニ於テ發表 セ リ.)

擱筆ニ臨 ミ,恩師北山教授 ノ御校閲 ヲ深謝 シ

院長間嶋博士 ノ御厚意 ト醫局長蓮池博土 ノ不斷

ノ御鞭撻ニ對 シテ厚 ク謝意 ヲ表 ス.
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